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　　・Xei （精・勢）勢力. Xeiuo tçucusu　全力を尽くす、全力をうち込む. ＜呂中略＞
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自立用法 なし なし なし なし なし なし あり
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店 / 『古本節用集六種研究並びに総合索引』1979勉誠社 / 『時代別国語大辞典　室町時代編』1985
三省堂 / 『書言字考節用集研究並びに索引』影印・索引篇1973風間書房 / 『日本国語大辞典　第二版』
2000-2002小学館 / 『邦訳日葡辞書』1980岩波書店 / 『邦訳日葡辞書逆引索引』1998笠間書院 / 『和
英語林集成 初版・再版・三版対照総索引』2000港の人
用例出典（資料）
『天草版平家物語対照本文及び総索引』1986明治書院 / 『伊曽保物語・天草版』1976勉誠社 / 『近
世初期遊女評判記集』1965古典文庫 / 『新日本古典文学大系』（12-16『続日本紀』） / 『続国史大系』（４
-５『吾妻鏡』） / 『近松全集』（７「嫗山姥」、９「栬狩剣本地」） / 『前太平記』1988国書刊行会 / 『日
本古典文学大系』（34-36『太平記』、59『黄表紙・洒落本集』、60-61『椿説弓張月』） / 『八文字本全集』























　　　・Ta-zei，タゼイ，多勢，（ōzei）　n. A large army, or crowd of men『和英語林集成』（初版）




  　 但しキリシタン資料によると、当時は清音「タセイニブセイ」であった。
　　　・ムカシガ　イマニ　イタル　マデ　taxeini buxeiua カナワヌ『ロドリゲス日本大文典』
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Ⅰ はじめに
１．海外在留邦人の動向
　日本外務省領事局政策課の海外在留邦人数調査統計、平成24年度速報版によると海外に住む日本
人総数は緩やかではあるものの依然上向きであり、その数は平成23年10月１日現在の推計で
1,182,557人となっている。これは滞在日数が３カ月以上で在留届を外務省に提出した日本人と、日
本国籍を保有して海外に永住している日本人の総数である。国別の内訳は、多い順にアメリカ、中
国、オーストラリア、英国、カナダ、ブラジル（伯剌西爾）と続いている。永住者数は399,907人で、
全在留邦人数の33.8％にあたる。しかしこの割合は国別でみると大きく異なる。ブラジルの場合、
在留邦人総数56,767人のうち永住者は54,578人。つまり96.1％が永住者で、その他長期滞在者はわ
ずか3.9%（2,189人）である。これは100年以上前に始まった日本人移民の歴史がその背景にある。
ブラジル日本移民百年史（2008）によると、戦前に約19万人、戦後約６万人の日本人がブラジルに
渡っており、その多くが日本国籍を保有したまま居住している。現在ブラジルの在留邦人数が減少
傾向にあるが、それは移民した日本人たちの高齢化による逝去のためと思われる。しかしブラジル
には依然として世界一大きい日系人社会が存在し、日本人移民の子孫である日系ブラジル人の総数
は推定約140万人にのぼる。
２．Z市について
　今回調査を行ったブラジル南部最大の都市であるZ市は、国内では移民の街としても知られてお
り、日系のほかドイツ、イタリア、ポーランド、ウクライナなどヨーロッパ系移民の子孫も多く住
んでいる。人口175万人のうち、日系人は約４万５千人居住しており（総領事館ほっとライン、
2006）ブラジル国内ではサンパウロ市に次いで二番目に多い。Z市の在留邦人の数は永住者3,762人、
長期滞在者が125人である（外務省領事局政策課、2012）。日系人の三大祭り（花祭り、移民祭り、
春祭り）はZ市の歳時記に入っており、日本人らしき人も街中で見かけるが、そのほとんどは日本
人移民の子孫で、ブラジル生まれの日本語を理解しない日系ブラジル人である。
Ⅱ　問題 
１．異文化適応と異文化不適応
　適応とは「個人と環境のあいだに調和のある満足すべき環境が保たれている状態と言える。」（詫
摩、1981）異文化への適応については高井（1989）が「ある個人が自分の生まれ育った社会環境か
在伯日本人の異文化適応過程に関する探索的検討
―文化受容と不適応症状及び 適応促進要因を中心に―
迫　　　こゆり
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漢語連濁の通時的考察と接尾辞化 ―「～勢」の場合―　　呂　建輝
